
十和小学校 学校経営方針  
日本国憲法および教育基本法の精神に則り、第４期高知県教育振興基本計画や四万十町

教育行政方針のもと、組織的・協働的に実践する学校 創造的・先進的に躍動
する学校を目指し、将来にわたって社会の変化に主体的・創造的に対応し、自らの力で
たくましく生きる力を身につけた児童を育成する。    
目指す学校像   

「児童の瞳が輝き、保護者や地域の信頼に組織として応える学校」  
組織としての学校の機能を高めることを第一に考え、教職員の主体性や協働性をより高めながら、

新しい時代に対応する学校づくりを目指す。日々、経験則に偏ることなく、刻々と変化する児童や地域

の実情に対応できる柔軟な思考に基づいた教育実践を展開する学校・教職員を目指し、多様な機会

をとらえて学校として研鑽を深め、児童、保護者、地域の信頼に応える学校づくりを推進する。 

 

（１）組織力と教職員の力量形成の向上                                                

（２）学びに向かう力と確かな学力の向上                                        

（３）望ましい生活習慣の定着と体力の向上                                       

（４)人権教育の充実と豊かな情操の育成                                            

（５）特別支援教育の充実や不登校等についての多様性・包摂性的な支援の推進                     

（６）防災教育を中心とした安全教育の充実                                          

（７）保護者や地域の信頼に組織として応え、子どもを育てる教育の実践                            

（８）保小・小中連携教育の推進 

 

 

目指す教職員像    「児童を愛し、保護者や地域を信頼し、同僚と協働する教職員」  
(1) 豊かな感性と児童に寄り添う心を持ち、児童に対して常に肯定的期待を持ち続ける教職員 

(2) 教育者として、常に初心に立ち返りながら時代と児童の変化に対応し、学び続ける教職員 

(3) 児童、保護者、地域の思いや願いを大切にする教職員 

(4) 心身共に健康な教職員 

(5) 実践的な学習指導力・生徒指導力のある教職員 

 

 

目指す児童像         「心豊かで、たくましく、自ら学ぶ児童の育成」  
      (1) 元気いっぱい最後までやりきることができる    

      (2) かしこく、力いっぱいたくましく活動できる 

      (3) やさしさいっぱい助け合えることができる 
 

 

３つの合言葉 
① 元気なあいさつ 
② 友だちと協力 
③ 進んでチャレンジ 


